
- 31 -

近
衛
稙
家
誂
本
『
源
氏
物
語
』
に
つ
い
て

築

田

愛

英

一

は
じ
め
に

京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
蔵
『
源
氏
物
語
』
五
四
帖
（
以
下
、
近

衛
稙
家
誂
本
）
は
室
町
時
代
の
公
卿
、
近
衛
稙
家
（
一
五
〇
二
ま
た
は
一

五
〇
三
―
一
五
六
六
年
）
の
も
と
で
永
禄
年
間
（
一
五
五
八
―
一
五
七
〇

年
）
に
作
成
さ
れ
た
寄
合
書
の
写
本
で
あ
る
。
稙
家
は
将
軍
家
と
姻
戚
関

係
を
持
ち
、
関
白
を
務
め
、
朝
廷
だ
け
で
な
く
武
家
政
治
に
も
発
言
力
を

持
ち
得
た

（
一
）

。
文
化
的
に
は
連
歌
会
や
歌
会
を
興
行
し
、
連
歌
師
や
五

山
僧
と
い
っ
た
文
化
人
を
牽
引
す
る
役
割
を
果
た
し
た

（
二
）

。

近
衛
稙
家
誂
本
に
は
同
時
代
に
活
躍
し
た
連
歌
師
里
村
紹
巴
（
一
五
二

四
ま
た
は
一
五
二
五
―
一
六
〇
二
年
）
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
彼
は
南

都
か
ら
上
京
し
、
稙
家
や
三
条
西
公
条
（
一
四
八
七
―
一
五
六
三
年
）
な

ど
、
公
卿
か
ら
古
典
を
学
ぶ
こ
と
で
連
歌
師
と
し
て
の
地
位
を
高
め
た
。

紹
巴
は
多
く
の
『
源
氏
物
語
』
の
写
本
作
成
に
書
写
や
校
合
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
関
わ
り
、
上
野
英
子
氏
の
報
告
で
は
十
八
点
の
写
本
が
現
存
す

る
（
三
）

。
近
衛
稙
家
誂
本
で
は
、
「
須
磨
」
の
書
写
を
担
当
し
、
加
え
て
奥

書
と
目
録
を
執
筆
し
て
い
る
。

本
写
本
に
つ
い
て
、
木
田
章
義
氏
は
「
慶
長
頃
の
書
家
、
連
歌
師
の
筆

跡
の
基
準
と
し
て
利
用
で
き
る
と
い
う
点
が
本
書
の
研
究
上
の
価
値
な
の

で
あ
る
」（

四
）

と
述
べ
て
い
る
。
写
本
を
収
め
る
内
箱
や
表
紙
の
設
え
は
豪

奢
で
、
芸
術
的
に
も
価
値
が
高
い
。
し
か
し
、
本
写
本
の
本
文
や
書
誌
は

ま
だ
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
近
衛
稙
家
誂
本
の

書
誌
を
報
告
し
、
本
文
の
様
相
に
つ
い
て
暫
定
的
な
見
通
し
を
述
べ
る
。

二

近
衛
稙
家
誂
本
に
つ
い
て

二
―
一

近
衛
稙
家
誂
本
の
書
誌
情
報

近
衛
稙
家
誂
本
の
書
誌
を
ま
と
め
て
お
く
。

【
基
本
情
報
】

・
京
都
大
学
文
学
研
究
科
図
書
館
蔵
（
請
求
記
号

国
文
学
貴/M

b/1

）
。

・
写
本
五
四
冊
、
帙
な
し
。
付
属
資
料
と
し
て
里
村
紹
巴
筆
の
目
録
一
冊
、

畠
山
牛
庵
（
二
代
目
）
の
極
札
四
十
七
枚
が
貼
付
さ
れ
た
冊
子
一
冊
あ

り
。

【
外
箱
】

・
黒
漆
地
に
金
銀
で
桐
の
蒔
絵
を
施
し
た
内
箱
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い

る
。
内
箱
の
大
き
さ
は
縦
二
〇
・
〇
糎
、
横
三
一
・
七
糎
、
高
さ
二
八

・
五
糎
。
前
板
を
外
す
と
三
段
二
列
の
引
き
出
し
が
あ
り
、
そ
の
大
き
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さ
は
縦
一
九
・
〇
糎
、
横
三
〇
・
二
糎
、
高
さ
八
・
三
糎
で
横
面
が
中

く
び
れ
と
な
っ
て
い
る
。
引
き
出
し
の
前
面
に
金
泥
で
巻
名
が
記
さ
れ

て
い
る
。

【
体
裁
】

・
表
紙
寸
法
は
一
六
・
八
糎
×
一
四
・
〇
糎
。
表
紙
は
檜
皮
色
地
の
鳥
の

子
。
各
巻
の
題
名
や
内
容
に
合
わ
せ
た
文
様
が
金
泥
・
銀
泥
で
描
か
れ

て
い
る
。
中
央
に
書
題
箋
貼
付
。
題
箋
の
寸
法
は
一
〇
・
〇
糎
×
二
・

五
糎
。
丹
色
地
に
霞
・
金
砂
子
振
。
題
名
は
巻
名
の
み
を
墨
書
。

・
列
帖
装
（
四
孔
。
綴
糸
は
赤
色
）
。

・
本
文
料
紙
は
鳥
の
子
。

・
前
後
見
返
し
と
も
に
金
紙
に
押
し
模
様
。

【
本
文
・
書
入
】

・
四
三
名
の
寄
合
書
（
後
述
）。

・
本
文
は
片
面
九
行
（
「
藤
裏
葉
」
の
み
一
〇
行
）
、
一
行
一
八
字
内
外
。

和
歌
は
改
行
し
一
字
な
い
し
は
二
字
下
げ
で
、
下
ま
で
続
け
て
書
い
て

改
行
、
和
歌
の
終
わ
り
に
は
地
の
文
が
そ
の
ま
ま
後
続
す
る
。

・
朱
点
、
朱
合
点
、
墨
に
よ
る
訂
正
・
異
本
注
記
、
貼
紙
に
よ
る
校
合
訂

正
箇
所
有
り
。
た
だ
し
次
の
通
り
朱
書
き
や
貼
紙
の
な
い
巻
も
あ
る
。

朱
点
・
朱
合
点
の
な
い
巻
…
…
「
胡
蝶
」
「
篝
火
」

貼
紙
の
な
い
巻
…
…
「
若
紫
」「
胡
蝶
」「
篝
火
」「
柏
木
」「
匂
宮
」「
紅

梅
」「
竹
河
」「
橋
姫
」「
椎
本
」「
早
蕨
」「
宿
木
」「
東
屋
」「
浮
舟
」「
蜻

蛉
」
「
手
習
」

・
蔵
書
印
な
し
。

・
各
巻
墨
付
き
の
最
後
の
丁
の
左
上
に
筆
者
を
注
記
し
た
小
紙
が
貼
付
さ

れ
て
い
る
。

・
巻
末
に
「
一
校
了
」
の
識
語
有
り
。「
若
紫
」「
花
宴
」「
葵
」「
花
散
里
」

「
朝
顔
」
「
少
女
」
「
胡
蝶
」
「
横
笛
」
「
匂
宮
」
「
総
角
」
「
蜻
蛉
」
に
は

こ
の
識
語
が
無
い
。
「
桐
壺
」
と
「
夢
浮
橋
」
は
朱
、
そ
れ
以
外
の
巻

は
墨
で
書
か
れ
て
い
る
。

【
奥
書
】

・
以
下
の
三
箇
所
に
奥
書
が
あ
る
。

「
此
源
氏
物
語
者
毛
利
大
蔵
大
輔
殿
元
康
／
以
予
本
数
度
御
校
合
畢
／

可
為
証
本
者
也
于
時
慶
長
五
年
／
仲
夏
書
之
而
已
／
紹
巴
（
花
押
）」（
桐

壺
）

「
此
源
氏
物
語
者
永
禄
年
中
／
近
衛
殿
大
閤
御
所
恵
雲
院
御
新
調
之
／

御
本
也
其
已
後
心
前
所
持
畢
但
不
足
／
之
分
頃
毛
利
大
蔵
大
輔
殿
元
康

／
被
加
書
以
予
本
校
合
者
也
／
文
禄
四
年
季
秋
下
旬
／
紹
巴
（
花
押
）
」

（
夢
浮
橋
）

「
毛
利
大
蔵
大
輔
殿
元
康
依
／
御
所
望
書
也
／
紹
巴
（
花
押
）
」（
目
録
）

二
―
二

奥
書
に
つ
い
て

右
掲
の
奥
書
は
紹
巴
の
筆
で
あ
り
、
そ
の
読
み
下
し
は
次
の
通
り
で
あ

る
。

「
此
の
源
氏
物
語
は
毛
利
大
蔵
大
輔
殿
元
康
、
予
の
本
を
以
て
数
度
御
校

合
し
畢
ん
ぬ
。
証
本
と
為
す
べ
き
者
也
。
時
に
慶
長
五
年
仲
夏
之
を
書
く

の
み
。
」

「
此
の
源
氏
物
語
は
永
禄
年
中
近
衛
殿
大
閤
御
所
恵
雲
院
御
新
調
の
御
本

也
。
其
の
已
後
心
前
所
持
し
畢
ん
ぬ
。
但
し
不
足
の
分
、

頃

毛
利
大
蔵

こ
の
ご
ろ

大
輔
殿
元
康
、
加
書
せ
ら
れ
予
の
本
を
以
て
校
合
す
る
者
也
。
文
禄
四
年

季
秋
下
旬
。
」

「
毛
利
大
蔵
大
輔
殿
元
康
の
御
所
望
に
依
り
書
く
也
。」
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「
桐
壺
」
「
夢
浮
橋
」
の
奥
書
に
よ
り
、
本
写
本
の
由
来
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
永
禄
年
間
に
恵
雲
院
、
す
な
わ
ち
近
衛
稙
家
の
も
と
で
源
氏

物
語
の
書
写
が
行
わ
れ
た
。
永
禄
年
間
と
い
う
と
紹
巴
は
三
十
代
後
半
、

里
村
一
門
の
代
表
と
し
て
天
文
二
十
二
年
（
一
五
五
三
年
）
に
近
衛
家
の

歌
会
に
出
席
し
て
か
ら
五
年
以
上
が
経
ち
、
公
家
社
会
に
顔
が
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
頃
で
あ
る
。
永
禄
十
年
（
一
五
六
七
年
）
に
は
『
紹
巴
富

士
見
道
記
』
に
て
「
伝
授
を
ば
恵
雲
院
殿
近
衛
殿

太
閤
御
所
よ
り
い
さ

さ
か
承
り
」（

五
）

と
、
稙
家
か
ら
古
今
伝
授
を
受
け
た
と
述
べ
て
お
り
、
両

者
の
関
係
の
深
さ
が
う
か
が
え
る
。

そ
の
後
、
紹
巴
の
弟
子
で
あ
っ
た
連
歌
師
心
前
が
本
写
本
を
所
持
し
て

い
た
が
、
欠
巻
が
あ
っ
た
た
め
、
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
年
）
九
月
（
季

秋
）
か
ら
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
年
）
五
月
（
仲
夏
）
を
含
む
期
間
に
補

写
が
行
わ
れ
た
。
奥
書
を
文
字
通
り
解
釈
す
る
と
、
「
武
将
毛
利
元
康
が

欠
本
を
補
充
し
紹
巴
の
本
を
も
と
に
校
合
し
た
」
の
意
と
な
る
が
、
『
北

野
社
家
日
記
』
に
は
武
将
か
ら
の
要
望
を
紹
巴
が
北
野
松
梅
院
に
依
頼
す

る
形
で
『
源
氏
物
語
』
を
完
成
さ
せ
た
例
が
あ
り

（
六
）

、
本
写
本
も
実
際

に
は
紹
巴
が
取
り
次
い
で
人
選
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
毛
利
元
康
（
一

五
六
〇
―
一
六
〇
一
年
）
は
安
芸
の
武
将
で
あ
り
毛
利
元
就
の
八
男
に
あ

た
る
。
紹
巴
は
毛
利
家
一
門
と
交
流
が
あ
り
、
中
で
も
元
康
と
は
特
に
関

係
が
深
く
、
和
歌
や
連
歌
の
写
本
を
送
っ
た
り
元
康
自
筆
本
に
加
証
奥
書

を
記
し
た
り
等
の
活
動
が
確
認
で
き
る

（
七
）

。
目
録
の
奥
書
は
、
元
康
の

希
望
に
よ
り
、
紹
巴
の
手
に
よ
っ
て
目
録
が
書
か
れ
た
と
い
う
こ
と
を
示

す
。

二
―
三

書
写
者
と
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
の
書
写
時
期
に
つ
い
て

こ
の
本
の
特
徴
の
一
つ
は
、
書
写
に
参
加
し
た
紹
巴
が
記
し
た
目
録
が

残
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
目
録
は
後
世
に
書
か
れ
た
も
の
で
は

な
く
、
書
写
が
行
わ
れ
た
時
期
に
制
作
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
目
録
に
記

さ
れ
た
書
写
者
の
情
報
は
信
頼
性
が
高
い
。

ま
た
、
本
写
本
に
は
書
写
者
の
手
が
か
り
と
し
て
、
目
録
だ
け
で
な
く
、

各
巻
末
尾
に
貼
紙
が
あ
り
、
加
え
て
「
牛
庵
」
の
印
が
押
さ
れ
た
畠
山
牛

庵
（
二
代
目
）
に
よ
る
極
札
も
付
属
す
る
。
そ
れ
ら
を
一
覧
表
と
し
て
示

す
と
別
表
一
「
書
写
者
一
覧
表
」
の
通
り
で
あ
る
。

目
録
と
貼
紙
と
極
札
と
を
比
較
し
た
時
、
そ
れ
ぞ
れ
に
記
さ
れ
て
い
る

書
写
者
の
名
は
ほ
と
ん
ど
一
致
す
る
が
、
異
な
る
巻
も
あ
り
、
書
写
者
の

存
命
時
期
と
写
本
が
作
成
さ
れ
た
時
期
と
が
齟
齬
す
る
場
合
が
あ
る
。
具

体
的
に
は
「
若
紫
」
「
花
散
里
」
「
胡
蝶
」
「
総
角
」
の
四
巻
で
あ
る
。

「
若
紫
」
は
目
録
が
大
覚
寺
義
俊
を
示
す
の
に
対
し
、
貼
紙
は
「
中
院

大
納
言
通
茂
」
、
極
札
は
「
中
院
通
茂
卿
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
中
院
通

茂
は
生
年
が
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
年
）
で
あ
る
た
め
、
本
写
本
が
作
成

さ
れ
た
時
期
に
は
生
ま
れ
て
い
な
い
。

「
花
散
里
」
は
目
録
と
貼
紙
に
「
竹
内
御
門
跡
」
す
な
わ
ち
曼
殊
院
門

跡
と
書
か
れ
て
い
る
。
目
録
に
よ
る
と
曼
殊
院
門
跡
の
人
物
が
書
い
た
巻

に
は
「
橋
姫
」
が
あ
る
が
、
現
存
す
る
「
花
散
里
」（
図
一
）
と
「
橋
姫
」

（
図
二
）
と
は
同
筆
と
は
み
な
し
難
い
。
牛
庵
の
極
め
で
は
「
花
散
里
」

が
良
尚
法
親
王
、「
橋
姫
」
は
覚
恕
法
親
王
（
一
五
二
一
―
一
五
七
四
年
）

の
筆
跡
と
鑑
定
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
良
尚
法
親
王
は
元
和
八
年
（
一
六

二
二
年
）
の
生
ま
れ
で
あ
り
、
写
本
が
作
成
さ
れ
た
時
期
に
は
生
ま
れ
て

い
な
い
。『
日
本
書
蹟
大
鑑
』
掲
載
の
覚
恕
法
親
王
の
短
冊
（
図
三
、
四
）

と
比
較
す
る
と
、
「
橋
姫
」
の
筆
跡
は
「
を
」
の
書
き
方
や
右
上
が
り
の

筆
致
が
一
致
し
、
覚
恕
法
親
王
の
筆
跡
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
、
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一
方
「
花
散
里
」
に
は
そ
う
し
た
特
徴
が
見
ら
れ
な
い
。
「
花
散
里
」
の

書
写
が
「
橋
姫
」
と
は
別
人
で
あ
る
と
仮
定
し
、
写
本
の
制
作
年
代
を
考

え
る
と
良
恕
法
親
王
（
一
五
七
四
―
一
六
四
三
年
）
が
自
然
だ
が
、
現
存

す
る
良
恕
法
親
王
の
筆
と
比
べ
て
に
わ
か
に
同
筆
と
断
定
は
で
き
な
い
。

そ
の
た
め
「
花
散
里
」
の
書
写
者
に
つ
い
て
は
後
考
を
期
し
た
い
。

「
胡
蝶
」
の
書
写
者
は
、
目
録
に
紹
巴
が
記
す
の
で
は
な
く
、
本
文
末

尾
の
も
の
と
同
じ
青
色
の
小
紙
を
貼
付
す
る
形
で
示
さ
れ
て
い
る
。
書
写

を
担
当
し
た
と
さ
れ
る
飛
鳥
井
雅
章
は
慶
長
十
六
年
（
一
六
一
一
年
）
の

生
ま
れ
で
あ
り
、
写
本
が
作
成
さ
れ
た
時
期
に
は
生
ま
れ
て
い
な
い
。

「
総
角
」
は
目
録
と
極
札
に
は
「
禅
昭
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、

貼
紙
に
は
「
禅
昌
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
松
梅
院
の
人
物
で
禅

昭
と
禅
昌
は
叔
父
と
甥
の
関
係
に
あ
た
る

（
八
）

。
禅
昌
は
「
御
法
」
の
書

写
を
担
当
し
て
い
る
が
、
「
総
角
」
と
「
御
法
」
の
筆
跡
は
似
通
っ
て
お

り
、
異
筆
と
は
断
定
で
き
な
い
。

以
上
、
書
写
者
名
に
疑
問
の
残
る
巻
に
つ
い
て
述
べ
た
。
上
記
の
四
つ

の
巻
に
お
い
て
、
表
紙
や
本
文
料
紙
の
種
類
は
他
の
巻
と
同
一
で
あ
り
、

装
丁
に
不
審
な
点
は
見
ら
れ
な
い
。

次
に
、
書
写
者
の
生
没
年
を
も
と
に
写
本
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
考
え

る
。
紹
巴
の
目
録
に
書
か
れ
て
い
る
書
写
者
の
名
は
、
門
跡
名
や
苗
字
の

み
が
記
さ
れ
、
個
人
を
特
定
で
き
な
い
も
の
も
あ
る
た
め
、
目
録
だ
け
で

個
人
が
特
定
で
き
る
巻
を
と
り
あ
げ
る
。

永
禄
年
間
に
書
写
さ
れ
た
こ
と
が
確
実
で
あ
る
巻
と
し
て
は
「
桐
壺
」

「
夕
顔
」
「
少
女
」
「
鈴
虫
」
「
夕
霧
」
「
橋
姫
」
「
夢
浮
橋
」
が
挙
げ
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
の
書
写
を
担
当
し
た
人
物
は
文
禄
四
年
以
前
に
亡
く
な
っ
て

い
る
。
「
橋
姫
」
は
門
跡
名
の
み
の
記
載
だ
が
、
前
述
の
通
り
覚
恕
法
親

王
の
筆
跡
と
判
断
で
き
る
た
め
、
永
禄
の
書
写
に
分
類
で
き
る
。
ま
た
「
須

磨
」
は
木
田
氏
の
見
立
て
で
は
永
禄
年
間
の
書
写
で
作
ら
れ
た
も
の
と
さ

れ
て
い
る

（
九
）

。

右
の
巻
々
の
書
写
者
の
中
で
没
年
が
早
い
の
は
「
夕
霧
」
書
写
の
石
井

了
派
で
あ
る
。
『
石
井
三
家
系
図
』
に
は
石
井
了
派
は
永
禄
二
年
（
一
五

五
九
年
）
に
逝
去
し
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
中
嶋
謙
昌
氏
に
よ
る
と
、『
石

井
三
家
系
図
』
は
後
年
に
作
ら
れ
た
資
料
で
、
了
派
の
没
年
が
「
何
に
依

拠
し
て
い
た
の
か
は
不
明
」（

十
）

で
あ
る
。
中
嶋
は
了
派
の
追
善
連
歌
の
記

録
か
ら
「
永
禄
四
年
五
月
を
遠
く
さ
か
の
ぼ
ら
な
い
時
期
で
あ
っ
た
と
考

え
て
よ
い
」（

十
一
）

と
推
定
し
て
い
る
。
主
催
の
稙
家
自
身
も
永
禄
九
年
（
一

五
六
六
年
）
に
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
も
含
め
て
勘
案
す
る
と
、
当
該

写
本
が
最
初
に
制
作
さ
れ
た
の
は
永
禄
の
前
半
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ

る
。文

禄
か
ら
慶
長
に
か
け
て
書
写
さ
れ
た
こ
と
が
確
実
で
あ
る
も
の
は

「
花
宴
」
「
御
法
」
「
匂
宮
」
「
紅
梅
」
で
あ
る
。
永
禄
年
間
に
生
ま
れ
て

い
な
い
人
物
が
こ
こ
に
分
類
で
き
る
。
加
え
て
永
禄
元
年
時
点
で
「
明
石
」

「
横
笛
」
書
写
の
速
水
友
益
は
二
歳
、
「
蛍
」
書
写
の
中
院
通
勝
は
三
歳

と
若
す
ぎ
る
た
め
、
文
禄
の
書
写
に
参
加
し
た
可
能
性
が
高
い
。

そ
の
ほ
か
の
巻
の
書
写
時
期
に
つ
い
て
は
、
書
写
者
が
不
明
で
あ
っ
た

り
、
両
方
の
書
写
時
期
に
参
加
で
き
た
可
能
性
が
あ
っ
た
り
す
る
な
ど
、

判
断
の
根
拠
と
な
る
事
柄
が
少
な
い
の
で
判
断
保
留
と
す
る
。

三

近
衛
稙
家
誂
本
の
本
文
に
つ
い
て

三
―
一

調
査
方
法

次
に
近
衛
稙
家
誂
本
の
本
文
に
つ
い
て
暫
定
的
な
調
査
結
果
を
述
べ
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る
。
あ
く
ま
で
も
調
査
途
中
の
段
階
の
見
通
し
で
あ
る
。

調
査
を
行
っ
た
巻
は
「
須
磨
」
「
橋
姫
」
「
夢
浮
橋
」
で
あ
る
。
い
ず
れ

も
永
禄
年
間
の
書
写
と
推
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
「
須
磨
」
は
奥
書
を

記
し
た
紹
巴
の
筆
で
あ
る
。
ま
た
「
夢
浮
橋
」
を
書
写
し
た
三
条
西
公
条

は
紹
巴
の
師
に
あ
た
る
人
物
で
あ
る
。
公
条
は
天
文
二
十
四
年
（
一
五
五

五
年
）
か
ら
永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
年
）
ま
で
源
氏
講
釈
を
行
い
、
紹
巴

は
こ
れ
に
参
加
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る

（
十
二
）

。
紹
巴
と
関
わ
り
の

深
い
公
条
が
書
写
し
た
本
文
で
あ
る
た
め
調
査
対
象
と
し
た
。
「
橋
姫
」

は
「
須
磨
」
「
夢
浮
橋
」
と
同
じ
永
禄
年
間
に
作
成
さ
れ
た
写
本
で
あ
る

た
め
、
比
較
す
る
巻
と
し
て
採
用
し
た
。

本
文
の
比
較
に
際
し
、
ま
ず
『
源
氏
物
語
大
成
』
（
以
下
、
『
大
成
』
）

所
収
の
諸
本
と
付
き
合
わ
せ
た
結
果
、
青
表
紙
本
系
統
の
本
文
に
近
い
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
「
須
磨
」
一
丁
ウ
五
行
目
「
う
き
物
と
お

も
ひ
す
て
つ
る
世
も
」
（
『
大
成
』
三
九
五
頁
七
行
目
）
は
、
河
内
本
系
統

の
本
文

（
十
三
）

で
は
「
う
と
ま
し
き
物
に
お
ほ
し
は
て
つ
る
な
へ
て
の
世
を

も
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
「
須
磨
」
五
丁
ウ
五
行
目
「
お
も
ひ
給
よ

ら
さ
り
し
」
（
『
大
成
』
三
九
八
頁
一
行
目
）
は
御
物
本
、
陽
明
文
庫
本
の

本
文
で
は
「
お
も
ひ
た
ま
い
か
け
さ
り
し
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
上
記
二

例
は
青
表
紙
本
系
統
の
本
文
に
は
異
同
が
な
く
、
近
衛
稙
家
誂
本
の
本
文

と
一
致
す
る
。

さ
ら
に
、
右
の
調
査
の
中
で
、
青
表
紙
本
の
中
で
も
日
本
大
学
蔵
三
条

西
家
本
の
本
文
に
近
い
と
い
う
見
通
し
を
得
た
。
そ
こ
で
三
条
西
家
本
と

『
大
成
』
底
本
を
主
た
る
比
較
対
象
と
し
、
必
要
に
応
じ
て
大
成
所
収
の

他
の
諸
本
と
も
比
較
す
る
。
三
条
西
家
本
と
は
公
条
の
父
に
あ
た
る
実
隆

が
中
心
と
な
っ
て
大
永
五
年
（
一
五
二
五
年
）
か
ら
享
禄
三
年
（
一
五
三

〇
年
）
の
間
に
「
家
本
と
な
る
べ
き
『
源
氏
物
語
』
を
作
ろ
う
と
慎
重
に
」（

十
四
）

作
ら
れ
た
写
本
で
あ
る
。
室
町
末
期
か
ら
近
世
初
期
に
は
宮
内
庁
書
陵
部

蔵
の
後
陽
成
院
宸
筆
本
な
ど
に
た
び
た
び
書
写
底
本
と
し
て
用
い
ら
れ
た

（
十
五
）

。
さ
ら
に
、
大
覚
寺
蔵
本
や
幽
斎
奥
書
本
な
ど
三
条
西
家
本
出
現
以

後
に
作
ら
れ
た
写
本
は
、
こ
の
本
を
校
訂
に
用
い
る
傾
向
が
あ
る

（
十
六
）

。

そ
の
た
め
本
写
本
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
は
高
い
。

な
お
、『
大
成
』
の
底
本
は
「
須
磨
」「
橋
姫
」
は
大
島
本
、「
夢
浮
橋
」

は
池
田
本
で
あ
る
。

異
同
を
抽
出
す
る
際
に
は
原
則
と
し
て
「
見
」
「
み
」
な
ど
の
漢
字
・

平
仮
名
等
の
表
記
に
よ
る
異
同
、
「
む
」
「
ん
」
、
「
お
」
「
を
」
な
ど
仮
名

遣
い
に
よ
る
異
同
、
送
り
仮
名
の
有
無
に
よ
る
異
同
は
相
違
箇
所
と
認
め

な
か
っ
た
。
ま
た
衍
字
訂
正
、
校
合
等
書
き
入
れ
の
あ
る
箇
所
に
つ
い
て

は
、
結
果
と
し
て
本
文
が
相
違
す
る
箇
所
の
み
本
稿
で
は
問
題
と
す
る
。

相
違
箇
所
を
数
え
る
際
に
は
原
則
と
し
て
文
節
を
単
位
と
し
て
数
え
た

が
、
一
連
の
語
句
に
お
い
て
出
入
り
が
あ
る
場
合
な
ど
は
全
体
で
一
例
と

数
え
た
。

三
―
二

結
果

調
査
結
果
は
別
表
二
の
通
り
で
あ
る
。
近
衛
稙
家
誂
本
と
三
条
西
家
本

は
、
相
違
数
が
『
大
成
』
底
本
と
比
較
し
た
場
合
よ
り
も
少
な
く
、
本
文

が
同
じ
箇
所
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
相
違
数
だ
け
で
な
く
、
三
条
西
家

の
本
文
に
近
い
特
徴
と
し
て
次
の
二
つ
が
見
ら
れ
た
。

一
つ
は
三
条
西
家
独
自
の
本
文
と
同
様
の
本
文
を
持
つ
箇
所
が
あ
る
と

い
う
点
で
あ
る
。
『
大
成
』
所
収
の
青
表
紙
本
系
統
の
本
文
の
中
で
、
三

条
西
家
本
の
み
に
見
ら
れ
る
本
文
と
同
様
の
も
の
が
近
衛
稙
家
誂
本
に
も

確
認
で
き
た
。
別
表
三
の
〈
一
〉
～
〈
三
〉
（
表
の
最
上
段
に
示
し
た
用
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例
番
号
を
〈
〉
内
に
記
す
）
は
、
調
査
し
た
三
巻
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、

近
衛
稙
家
誂
本
が
三
条
西
家
本
の
独
自
本
文
と
一
致
す
る
箇
所
の
用
例
で

あ
る
。
〈
一
〉
で
副
助
詞
「
だ
に
」
が
入
る
本
文
、
〈
三
〉
で
「
む
つ
ま
し

き
」
と
す
る
本
文
は
三
条
西
家
本
の
み
、
〈
二
〉
で
は
「
れ
い
の
～
た
ち

給
」
を
欠
く
の
は
三
条
西
家
本
と
肖
柏
本
の
み
で
あ
る
。

ま
た
、
訂
正
に
よ
り
、
『
大
成
』
底
本
な
ど
に
見
え
る
ほ
か
の
本
文
か

ら
、
三
条
西
家
本
の
本
文
へ
と
改
め
ら
れ
て
い
る
箇
所
が
、
特
に
「
橋
姫
」

に
複
数
見
ら
れ
た
。
〈
四
〉
で
は
、
三
条
西
家
本
に
も
近
衛
稙
家
誂
本
と

同
様
に
「
と
」
を
添
入
す
る
書
き
込
み
が
確
認
で
き
る
。
『
大
成
』
に
よ

る
と
御
物
本
・
陽
明
文
庫
本
に
同
様
の
も
の
が
見
ら
れ
る
。〈
五
〉
の
「
か

う
は
し
く
」
を
欠
く
の
は
三
条
西
家
本
・
阿
里
莫
本
・
麦
生
本
に
見
ら
れ

る
。〈
六
〉
の
よ
う
に
「
な
む
」
を
欠
く
の
は
三
条
西
家
本
の
み
で
あ
る
。

三
条
西
家
の
本
文
と
相
違
す
る
箇
所
は
誤
写
と
見
ら
れ
る
も
の
が
多
い

が
、
「
須
磨
」
で
は
一
部
に
河
内
本
系
統
の
本
文
が
見
ら
れ
た
。
〈
七
〉
で

は
近
衛
稙
家
誂
本
の
よ
う
に
「
の
み
」
を
入
れ
る
本
文
は
青
表
紙
本
系
統

の
諸
本
に
は
見
え
ず
、
『
大
成
』
所
収
の
河
内
本
系
統
の
諸
本
と
御
物
本

に
見
ら
れ
る
。
ま
た
貼
紙
に
よ
る
訂
正
の
あ
る
箇
所
で
は
、
河
内
本
系
統

の
本
文
を
根
拠
と
す
る
傾
向
が
あ
る
。
た
と
え
ば
〈
八
〉
で
は
貼
紙
で
添

入
さ
れ
た
「
き
わ
の
」
と
い
う
語
を
持
つ
本
文
は
、
河
内
本
系
統
諸
本
と

御
物
本
・
陽
明
文
庫
本
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
〈
九
〉
の
よ
う
に
「
ま
き

ら
は
し
に
」
（
貼
紙
）
を
持
つ
本
文
は
肖
柏
本
（
青
表
紙
本
系
統
）
、
河
内

本
系
統
諸
本

（
十
七
）

、
保
坂
本
・
阿
里
莫
本
・
麦
生
本
・
桃
園
文
庫
旧
蔵
本

に
見
ら
れ
る
。
貼
紙
に
よ
る
注
は
「
須
磨
」
で
七
箇
所
、
「
夢
浮
橋
」
で

二
箇
所
確
認
で
き
た
。

四

ま
と
め

以
上
、
近
衛
稙
家
誂
本
に
つ
い
て
、
書
誌
と
現
段
階
で
判
明
し
た
本
文

の
性
質
を
述
べ
た
。
奥
書
で
は
本
写
本
の
制
作
時
期
は
「
永
禄
年
間
」
で

あ
る
と
の
み
記
さ
れ
て
い
る
が
、
書
写
者
を
も
と
に
絞
り
込
む
と
、
永
禄

の
前
半
期
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
時
に
書
写
さ
れ
た
巻
は
「
桐

壺
」
「
須
磨
」
な
ど
が
現
存
す
る
。
ま
た
調
査
し
た
三
巻
の
本
文
は
青
表

紙
本
系
統
、
中
で
も
三
条
西
家
本
の
本
文
に
近
い
と
い
う
見
通
し
が
得
ら

れ
た
。
一
方
で
完
全
に
三
条
西
家
本
と
一
致
す
る
と
い
う
わ
け
で
も
な
く
、

相
違
す
る
箇
所
に
は
河
内
本
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

他
の
巻
に
も
同
様
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
他
の
紹
巴
・
三
条

西
家
が
関
連
す
る
『
源
氏
物
語
』
写
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
後
考
を
期

し
た
い
。
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別
表
一
、
書
写
者
一
覧
表

凡
例

・
書
写
者
に
つ
い
て
の
記
載
が
な
い
巻
は
次
の
よ
う
に
示
す
。

ナ
シ
…
…
貼
紙
そ
の
も
の
が
な
い
状
態
で
あ
る
。

（
空
欄
）
…
…
目
録
の
項
目
や
貼
紙
は
あ
る
が
、
空
白
と
な
っ
て
い
る
。

巻
名

目
録

貼
紙

極
札

生
没
年
（
西
暦
）

備
考

桐
壺

恵
雲
院
殿
様

恵
雲
院
殿
様

近
衛
殿
稙
家
公

（
稙
家
）
一
五
〇
三
―

稙

家

の

生

年

は

一

御
書
次
聖
護
院
様

照
高
院
道
澄
准
后

両

一
五
六
六

説

に

は

一

五

〇

二

筆

（
道
澄
）
一
五
四
四
―

年

。

奥

書

に

つ

い

一
六
〇
八

て

の

極

札

一

枚

あ

り
。

帚
木

青
蓮
院
殿
様

青
蓮
院
殿
様

青
蓮
院
殿
尊
朝
法
親
王

一
五
五
二
―
一
五
九
七

空
蝉

聖
護
院
殿
様

聖
護
院
殿
様

照
高
院
殿
道
澄
准
后

一
五
四
四
―
一
六
〇
八

夕
顔

万
里
小
路
殿

万
里
小
路
殿

惟
房
卿

万
里
小
路
殿
惟
房
卿

一
五
一
三
―
一
五
七
三

惟
房
卿

若
紫

大
覚
寺
殿
様

称
念
寺
殿

中
院
大
納
言
通
茂

中
院
殿
通
茂
卿

（
義
俊
）
一
五
〇
四
―

貼

紙

は

水

色

。

目

一
五
六
七

録

は

義

俊

（

稙

家

（
通
茂
）
一
六
三
一
―

弟
）
を
指
す
。

一
七
一
〇
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末
摘
花

梶
井
殿
様

梶
井
殿
様

梶
井
殿
応
胤
法
親
王

一
五
二
一
―
一
五
九
八

紅
葉
賀

妙
法
院
殿
様

妙
法
院
殿
様

妙
法
院
殿
常
胤
法
親
王

一
五
四
八
―
一
六
二
一

花
宴

聖
護
院
殿
新
宮
様

聖
護
院
殿
新
宮
様

聖
護
院
殿
道
勝
法
親
王

一
五
七
六
―
一
六
二
〇

葵

妙
蔵
院

禅
祐

妙
蔵
院

禅
祐

妙
蔵
院
禅
祐

一
五
五
五
―
一
六
〇
一

注

参
照
。

1

賢
木

毘
沙
門
堂
殿

毘
沙
門
堂
殿

毘
沙
門
堂
殿
公
厳
僧
正

生
没
年
未
詳

花
散
里

竹
内
御
門
跡
様

竹
内
御
門
跡
様

曼

珠

院
殿
良
尚
法
親

一
六
二
二
―
一
六
九
三

（
マ
マ
）

王

須
磨

紹
巴

紹
巴

臨
江
斎
紹
巴
法
眼

一
五
二
四
―
一
六
〇
二

一

説

に

は

生

年

一

五
二
五
年
。

明
石

速
水
左
衛
門
尉
友
益

友
益

速
水
左
衛
門
尉

速

見

左
衛
門
尉
友
益

一
五
五
七
―
一
六
〇
七

（
マ
マ
）

澪
標

西
洞
院
殿

西
洞
院
殿

西
洞
院
殿
時
慶
卿

一
五
五
二
―
一
六
三
九

蓬
生

昌
叱

昌
叱

策
庵
昌
叱

一
五
三
九
―
一
六
〇
三

関
屋

同

昌
叱

策
庵
昌
叱

一
五
三
九
―
一
六
〇
三
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絵
合

玄
旨

玄
旨

細
川
玄
旨
法
印

一
五
三
四
―
一
六
一
〇

松
風

日
野
殿

日
野
殿

日
野
殿
資
勝
卿

一
五
七
七
―
一
六
三
九

薄
雲

梶
井
殿
様

梶
井
殿
様

梶
井
殿
応
胤
法
親
王

一
五
二
一
―
一
五
九
八

朝
顔

竹
田
宗
具

南
都

竹
田
宗
具

南
都

南
都
竹
田
宗
具

生
没
年
未
詳

貼
紙
は
鳥
の
子
色
。

乙
女

藤
宰
相
殿

藤
宰
相
殿

永
相
殿

高
倉
殿
永
相
卿

一
五
三
一
―
一
五
八
五

永
相
殿

玉
鬘

春
日
社
家

東
地
井
宮
内
大
輔

春
日
社
家
宮
内
大
輔
祐

一
五
四
二
―
一
六
二
三

中
臣
祐
範
の
こ
と
。

東
地
井
宮
内
大
輔

春
日
社
家
祐
範

範

祐
範

初
音

（
空
欄
）

ナ
シ

ナ
シ

胡
蝶

飛
鳥
井
大
納
言
雅
章

飛
鳥
井
大
納
言
雅
章

飛
鳥
井
殿
雅
章
卿

一
六
一
一
―
一
六
七
九

貼

紙

が

水

色

。

目

録
も
水
色
の
貼
紙

螢

也
足
中
院
殿

中
院
殿

也
足

中
院
殿
素
然

一
五
五
六
―
一
六
一
〇

中
院
通
勝
の
こ
と
。

常
夏

（
空
欄
）

（
空
欄
）

ナ
シ

篝
火

龍
山
様

龍
山
様

近
衛
殿
龍
山

一
五
三
六
―
一
六
一
二

近

衛

前

久

（

稙

家
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子
）
の
こ
と
。

野
分

烏
丸
殿

烏
丸
殿

烏
丸
殿
光
宣
卿

一
五
四
九
―
一
六
一
一

行
幸

四
辻
殿

公
遠
卿

四
辻
殿

公
遠
卿

四
辻
殿
公
遠
卿

一
五
四
〇
―
一
五
九
五

藤
袴

飛
鳥
井
殿

飛
鳥
井
殿

飛
鳥
井
殿
雅
庸
卿

一
五
六
九
―
一
六
一
五

真
木
柱

（
空
欄
）

（
空
欄
）

ナ
シ

梅
枝

六
条
殿

六
条
殿

六
条
殿
有
親
卿

一
五
六
四
―
一
六
一
六

藤
裏
葉

紹
九

南
都

紹
九

南
都

南
都
紹
九

生
没
年
未
詳

若
菜
上

（
空
欄
）

（
空
欄
）

ナ
シ

若
菜
下

（
空
欄
）

（
空
欄
）

ナ
シ

柏
木

黒

梅
飛
鳥
井
殿

黒

梅
飛
鳥
井
殿

平
田
黒
梅

生
没
年
未
詳

飛

鳥

井

雅

親

の

弟

（
マ
マ
）

（
マ
マ
）

平
田
入
道

平
田
入
道

子
。

横
笛

友
益

友
益

速

見

左
衛
門
尉
友
益

一
五
五
七
―
一
六
〇
七

（
マ
マ
）

鈴
虫

大
膳
大
夫
殿
俊
直

大
膳
大
夫

俊
直

北
小
路
大
膳
大
夫
俊
直

一
五
三
〇
―
一
五
九
四
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夕
霧

石
井
了
派

石
井
了
派

石
井
了
派

生
年
未
詳
―
一
五
五
九

御
法

禅
昌

北
野

禅
昌

北
野
松
梅
院

北
野
松
梅
院
禅
昌

一
五
七
一
―
一
六
三
一

松
梅
院

幻

藤
之

聖
護
院
殿

藤
之

聖

護

院
殿

御
内

聖
護
院
殿
御
内
人
藤
之

未
詳

注

参
照
。

2

御
内
人

人

匂
宮

景
敏

景
敏

景
敏

一
五
七
四
―
一
六
三
六

貼
紙
は
鳥
の
子
色
。

昌
琢
（
紹
巴
弟
子
）

の
こ
と
。

紅
梅

玄
仍

玄
仍

素
雪
斎
玄
仍

一
五
七
一
―
一
六
〇
七

竹
河

永
純

永
純

永
純

生
没
年
未
詳

橋
姫

竹
内
御
門
跡
様

竹
内
御
門
跡
様

曼

珠

院
殿
覚
恕
大
僧

一
五
二
一
―
一
五
七
四

（
マ
マ
）

正

椎
元

（
空
欄
）

ナ
シ

ナ
シ

総
角

禅
昭

松
梅
院

禅
昌

松
梅
院

北
野
松
梅
院
禅
昭

（
禅
昌
）
一
五
七
一
―

一
六
三
一

（
禅
昭
）
生
没
年
未
詳
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早
蕨

（
空
欄
）

（
空
欄
）

ナ
シ

宿
木

（
空
欄
）

（
空
欄
）

ナ
シ

東
屋

（
空
欄
）

ナ
シ

ナ
シ

浮
舟

（
空
欄
）

ナ
シ

ナ
シ

蜻
蛉

梅
庵

梅
庵

梅
庵

一
五
三
六
？
―
一
五
九

大
村
由
己
の
こ
と
。

六

手
習

晴
元
御
馬
廻

堀
江
式
部
少
輔

春
元
内
堀
江
式
部
少
輔

未
詳

注

参
照
。

3

堀
江
式
部
少
輔
殿

晴
元
御
馬
廻

夢
浮
橋

称
名
院
殿

称
名
院
殿

三
条
西
殿

三
条
西
殿
公
条
公

一
四
八
七
―
一
五
六
三

奥

書

に

つ

い

て

の

三
条
西
殿
公
條
公

公
条
公

極
札
一
枚
あ
り
。

奥
書
・
目
録
に
関
す
る
極
札

源
氏
物
語
筆
者
目
録

臨
江
斎
紹
巴
法
眼

桐
壺
之
巻
奥
書

臨
江
斎
紹
巴
法
眼

夢
浮
橋
之
巻
奥
書

臨
江
斎
紹
巴
法
眼
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［
注
］

、
生
年
未
詳
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
「
永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
年
）
に

1
六
歳
」
と
い
う
後
掲
山
澤
論
文
の
記
述
を
も
と
に
逆
算
し
た
。

、
伝
未
詳
。
「
藤
之

聖
護
院
殿
／
御
内
人
」
に
つ
い
て
は
「
日
本
古

2
文
書
ユ
ニ
オ
ン
カ
タ
ロ
グ
」
に
て
、
「
藤
之
」
の
判
が
押
さ
れ
た
「
聖

護
院
門
跡
道
増
御
教
書
案
」
（
天
文
二
十
一
年
正
月
十
六
日
）
の
存
在

が
確
認
で
き
た
が
、
判
を
押
し
た
人
物
の
詳
細
や
目
録
に
示
さ
れ
た

人
物
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
「
藤
之
」
は
武
将
三
淵
藤
英

（
？
―
一
五
七
四
年
）
の
幼
名
で
あ
る
が
、
藤
英
と
聖
護
院
の
関
係

を
示
す
資
料
は
管
見
で
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

、
伝
未
詳
。
「
晴
元
」
と
は
管
領
を
務
め
た
武
将
、
細
川
晴
元
（
一
五

3
一
四
―
一
五
六
三
年
）
を
指
す
の
だ
ろ
う
か
。

本
表
の
作
成
に
あ
た
り
、
次
の
資
料
を
参
考
に
し
た
。

・
市
古
貞
次
他
編
『
国
書
人
名
辞
典
』
（
全
五
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
九

三
―
一
九
九
九
年
）

・
川
崎
佐
知
子
「
里
村
紹
巴
と
奈
良
連
歌

―
『
狭
衣
物
語
』
享
受
史
研

究
の
一
助
と
し
て

―
」
（
『
待
兼
山
論
叢

文
学
篇
』
三
四
号
、
二
〇

〇
〇
年
十
二
月
）

・
古
筆
手
鑑
大
成
編
集
委
員
会
編
『
古
筆
手
鑑
大
成

第
十
五
巻
手
鑑
（
重

美
）
島
根
・
美
保
神
社
蔵
』
（
角
川
書
店
、
一
九
九
五
年
）

・
小
松
茂
美
編
『
日
本
書
蹟
大
鑑
』
（
全
二
十
五
巻
、
講
談
社
、
一
九
七

八
―
一
九
八
〇
年
）

・

東

京

大

学

史

料

編

纂

所

「

日

本

古

文

書

ユ

ニ

オ

ン

カ

タ

ロ

グ

」

http://w
w
w
ap.hi.u-tokyo.ac.jp/ships/shipscontroller

（

二
〇
二
一
年
二
月

二
十
六
日
閲
覧
）

・
畠
山
箕
山
著
・
正
宗
敦
夫
編
纂
校
訂
『
顕
伝
明
名
録

日
本
古
典
全
集
』

（
全
二
巻
、
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
、
一
九
三
八
年
）

・
山
澤
学
「
北
野
祠
官
筆
頭
松
梅
院
の
定
着
と
豊
臣
政
権

―
『
北
野
社

家
日
記
』
禅
昌
記
の
考
察

―
」
（
『
歴
史
人
類
』
四
十
五
巻
、

二

〇
一
七
年
三
月
）

・
『
石
井
三
家
系
図
』
（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
（
「
京
都
大
学
貴
重

資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
［https://rm

da.kulib.kyoto-u.ac.jp/

］

に
て
公
開
の
画
像
を
二
〇
二
一
年
二
月
二
十
六
日
閲
覧
）
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別
表
二

相
違
数

稙
家
誂
本
と
三
条
西
家
本

稙
家
誂
本
と
大
成
底
本

須
磨

27

96

橋
姫

43

94

夢
浮
橋

7

45

別
表
三

凡
例

・
丁
数
は
近
衛
稙
家
誂
本
の
丁
数
、
頁
・
行
は
『
源
氏
物
語
大
成
』
の
ペ
ー
ジ
数
と
行
数
を
示
す
。

・
本
文
の
書
き
入
れ
は
次
の
よ
う
に
示
す
。

〇
…
…
挿
入
記
号
。
右
記
は
挿
入
さ
れ
る
本
文
で
あ
る
。

“
”
…
…
見
消
。
“
”
内
の
文
字
が
見
消
さ
れ
て
い
る
本
文
で
あ
る
。

あ
…
…
貼
紙
。
□
内
の
文
字
が
貼
紙
に
よ
り
挿
入
さ
れ
る
本
文
で
あ
る
。

用
例
番
号

巻
名

丁
数

稙
家
誂
本

三
条
西
本

大
成
底
本

頁
・
行

一

須
磨

オ

か
く
た
に
あ
ら
は

か
く
た
に
あ
ら
は

か
く
あ
ら
は

・

57

3

436

3

二

橋
姫

オ

給
て
か
ろ
ら
か
に

給
て
か
ろ
ら
か
に

給
て
れ
い
の
い
と
し
の
ひ
や
か

・

44

2

1535

3

に
い
て
た
ち
給
か
ろ
ら
か
に
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三

夢
浮
橋

オ

む
つ
ま
し
き
こ
と

む
つ
ま
し
き
こ
と

し
た
し
き
こ
と

・

1

6

2055

3

四

須
磨

ウ

と
○
ま
ら
す

と
○
ま
ら
す

と
ま
ら
す

・

と

と

42

6

426

4

五

橋
姫

ウ

あ
や
し
く
“
か
う
は
し
く
”
に
ほ
ふ

あ
や
し
く
に
ほ
ふ

あ
や
し
く
か
う
は
し
く
に
ほ
ふ

・

27

5

1524

7

六

橋
姫

オ

こ
と
“
な
む
”
侍
し

こ
と
侍
し

こ
と
な
む
侍
し

・

34

6

1528

8

七

須
磨

オ

あ
ら
は
と
の
み
聞
え
て

あ
ら
は
と
き
こ
え
て

あ
ら
は
と
き
こ
え
て

・

23

4

411

4

八

須
磨

ウ

ま
し
き
き
わ
の
お
さ
め

ま
し
き
お
さ
め

ま
し
き
お
さ
め

・

23

1

411

7

九

夢
浮
橋

ウ

お
も
ひ
て

○
ま
き
ら
は
し
に

を
ゝ
と

お
も
ひ
て
を
ゝ
と

お
も
ひ
て
を
ゝ
と

・

15

1

2063

11



- 46 -

↓
図
一
、
近
衛
稙
家
誂
本
『
花
散
里
』
一
丁
ウ
（
二
〇
一
四
年
五
月
撮
影
）

↓
図
三
、
小
松
茂
美
編
『
日
本
書
蹟
大
鑑

第
十
巻
』
（
講
談
社
、
一
九

七
八
年
）
画
像
番
号
一
二
七
（
根
津
美
術
館
蔵
）

著
作
権
に
よ
り
非
公
開

↓
図
二
、
近
衛
稙
家
誂
本
『
橋
姫
』
一
丁
オ
（
二
〇
一
四
年
五
月
撮
影
）

↓
図
四
、
小
松
茂
美
編
『
日
本
書
蹟
大
鑑

第
十
巻
』
（
講
談
社
、
一
九

七
八
年
）
画
像
番
号
一
二
八
（
島
根
・
美
保
神
社
蔵
）

著
作
権
に
よ
り
非
公
開
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［
注
］

（
一
）
湯
川
敏
治
「
足
利
義
晴
将
軍
期
の
近
衛
家
の
動
向

―
稙
家
と
妹
義
晴
室

を
中
心
に

―
」（
『
日
本
歴
史
』
六
〇
四
号
、
一
九
九
八
年
九
月
）

（
二
）
中
本
大
「
永
禄
三
年
正
月
の
近
衛
家
の
文
事

―
近
衛
家
新
年
試
筆
詩
を

め
ぐ
っ
て

―
」（
『
論
究
日
本
文
学
』
八
四
号
、
二
〇
〇
六
年
五
月
）

（
三
）
上
野
英
子
「
潮
廼
舎
文
庫
蔵
『
紹
巴
奥
書
本
源
氏
物
語
』
と
『
紹
巴
抄
』
」

（
『
潮
廼
舎
文
庫
研
究
所
年
報
』
八
号
、
二
〇
一
〇
年
三
月
）

（
四
）
木
田
章
義
「
源
氏
物
語
（
文
学
研
究
科
図
書
館
所
蔵
）
」
（
『
静
脩
』
五
一

号
三
巻
、
二
〇
一
四
年
十
月
）
六
頁
。

（
五
）
高
橋
良
雄
他
編
『
中
世
日
記
紀
行
文
学
全
評
釈
集
成

第
七
巻
廻
国
雑
記

・
九
州
下
向
記
・
九
州
の
道
の
記
・
佐
野
の
わ
た
り
・
紹
巴
富
士
見
道
記
・

楠
長
諳
九
州
下
向
記
・
東
路
の
つ
と
・
武
蔵
野
紀
行
・
宗
長
日
記
』
（
勉
誠

出
版
、
二
〇
〇
四
年
）
二
一
三
頁
。

（
六
）
川
崎
佐
知
子
「
連
歌
師
紹
巴
と
『
源
氏
物
語
』
」
（
『
中
古
文
学
』
第
九
七

号
、
二
〇
一
六
年
六
月
）

（
七
）
両
角
倉
一
『
連
歌
師
紹
巴

―
伝
記
と
発
句
帳

―
』
（
新
典
社
、
二
〇

〇
二
年
）
四
四
―
四
六
頁
。

（
八
）
山
澤
学
「
北
野
社
祠
官
筆
頭
松
梅
院
の
定
着
と
豊
臣
政
権

―
『
北
野
社

家
日
記
』
禅
昌
記
の
考
察

―
」
（
『
歴
史
人
類
』
四
五
巻
、
二
〇
一
七
年
三

月
）
禅
昭
は
禅
昌
の
伯
父
（
禅
祐
の
兄
）
で
あ
る
と
す
る
説
も
あ
る
（
「
禅

祐
」
市
古
貞
次
他
編
『
国
書
人
名
辞
典

第
三
巻
』
［
岩
波
書
店
、
一
九
九

六
年
、
五
三
頁
］
）。

（
九
）
前
掲
（
四
）
木
田
論
文
。

（
十
）
中
嶋
謙
昌
「
『
石
井
三
家
系
図
』
の
成
立

―
連
歌
師
石
井
家
と
東
九
条

荘
下
司
職
石
井
氏

―
」
（
『
京
都
大
学
国
文
学
論
叢
』
一
二
号
、
二
〇
〇
四

年
九
月
）
五
一
頁
。

（
十
一
）
前
掲
（
十
）
中
嶋
論
文
、
五
二
頁
。

（
十
二
）
上
野
英
子
「
紹
巴
本
源
氏
物
語
の
本
文
史

―
野
村
精
一
先
生
と
潮
廼

舎
文
庫
の
共
同
研
究
を
発
端
と
し
て

―
」（
『
実
践
国
文
学
』
九
四
号
、
二

〇
一
八
年
一
〇
月
）

（
十
三
）
『
大
成
』
は
「
須
磨
」
の
河
内
本
系
統
の
諸
本
と
し
て
七
毫
源
氏
、
高

松
宮
家
本
、
尾
州
家
本
、
平
瀬
本
、
大
島
河
内
本
の
校
異
を
掲
載
し
て
い
る
。

（
十
四
）
片
桐
洋
一
『
源
氏
物
語
以
前
』
（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
一
年
）
三
九
九

頁
。

（
十
五
）
岸
上
慎
二
「
三
条
西
家
本

解
題
」
（
『
日
本
大
学
蔵
源
氏
物
語

第
一

巻

三
条
西
家
証
本
一
』
八
木
書
店
、
一
九
九
四
年
）

（
十
六
）
岡
野
道
夫
「
証
本
源
氏
物
語
の
本
文
に
つ
い
て

―
日
本
大
学
図
書
館

蔵
本
と
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
の
性
格

―
」（
『
語
文
』
二
一
号
、
一
九
六
五

年
六
月
）

（
十
七
）
『
大
成
』
は
「
夢
浮
橋
」
の
河
内
本
系
統
の
諸
本
と
し
て
御
物
本
、
七

毫
源
氏
、
尾
州
家
本
、
伝
津
守
国
冬
・
伝
慈
寛
筆
本
、
大
島
河
内
本
、
鳳
来

寺
本
の
校
異
を
掲
載
し
て
い
る
。

［
付
記
］

近
衛
稙
家
誂
本
の
本
文
は
、
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
所
蔵
の

写
真
（
二
〇
一
四
年
五
月
撮
影
）
、『
源
氏
物
語
大
成
』
は
池
田
亀
鑑
『
源
氏
物
語

大
成

校
異
篇
（
巻
一
―
三
）
』
（
中
央
公
論
社
、
一
九
五
三
年
）
、
日
大
本
は
、

岸
上
慎
二
他
編
『
日
本
大
学
蔵
源
氏
物
語
第
一
巻
―
第
十
一
巻
（
三
条
西
家
証
本

一
―
十
一
）
』
（
八
木
書
店
、
一
九
九
四
―
一
九
九
六
年
）
所
収
の
影
印
に
よ
る
。

（
つ
く
だ

ま
な
え
・
本
学
文
学
部
卒
業
生
）


